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　　　　　　　　　1．本書の意義

　本書は最近の腿本社会学の最大の双晶の1つである。

その理由は次の2つにまとめられよう右

　第1に踏屠はあらゆる社会に見られる基本的な現象だ

から，これに理論的ならびに方法論的に厳密な実誠科掌

的分析を加えるなら，普遍的なわく組の中で国際比較に

耐えうる結果が得られるはずである。しかも階層は正統

的にも現実的にも，社会学の最も固宿かつ得意とする研

究対象であり，階層に関する祉晶晶の研究は最近，急雷

に進歩した。本書はそうした世界的動向に照らして，国

際的水準からみて遜色がないどころか，いくつかの点で

独自の方法論的独創を示している。本研究は次に述べる

ように10年の間隔を窃いて行われた階層調査の第3團

目に当たるが，それは最初から国際比較を圏指した竜の

であり，またすでに国際的に発表され注目蚕れてきた。

評論の域を税していない日本社会論に対して，科学的な

分析を企てた研究として，本書は世界に誇りうる屯のと

いえる。

　こうして本書はいわばヨコ軸において国際性を屯つが，

さらに第2に，』 {書は上述の如く10丁丁に行われた調

査の一環をなし，タテ軸における歴史性をもっている。

この調査はSSM：（Social．Strati飴ation　and　Soclal　M◎・

biliもyの略語）と称されるプロジェクトである。その第1

圓調査は1955年に，属本社会学会の公式事業として麟際

共同研究事業たる「赴会階層と社会移動の国際比較研究

翫顧」への参加を目指して行われた。1965年の第2回調

査につづいて，ホ書は1975年の第3回調査の報告である。

　この20年間に日本の社会も，また世界の社会学も大

きく変貌した。したがって同一のテーマを追求したこの
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3つの調査（ただし第2回の調査報告は単純集計表しか

ない）を比較してみると，2b年間の変化が極めて明白に

なるはずである。日本の社会がいわば「戦後」を終って

高度戒長期のスタートを切ったのが1955年であったと

すれば，資源環境技術などの賭条件から高度成長の

限界，脱工業化への移行が広く意識され始めたのが1975

年である。爲本社会はこの20年間に史上，全く経験し

なかったほど急激，大規模に変化した。趨業や職業の構

造変化，人欝の移動，進学率の上昇などにそれ，は明らか

だが，この社会変動は「祇会階層と社会移動」という本

調査のテーマに鷹接関係している。誠に不昧深くかう璽

要な研究だといってよい。

　他方，社会掌臨体における階層研究の理論と方法もそ

れに劣らず革籍を経験した。画期的なのは，1967年の

プラウとダンカンによるパス解析の手法である。世：代間

移動と世代内移動とに分断されていた伝統的な手法に代

えて，親の社会的地泣を共有する幼少期から学校教育を

経て，自らの祉会的地位を形成する峨人期に至る過程を

連続的に分析しようとするこの手法は，その後，多くの

学者によってさらに精緻化され拡張されて，社会移鋤の

研究に統計的な厳密さを増大せしめた。それはこの20

年間に見られた藁新の一例だが，そうした祉会学，中で

も計量祉会学の世界的動向を取り入れた本研究は，賃下

の社会学の20年間の進歩を実舐しているという点でも，

歴史的な意義をもっている。

　祉会階燭や社会移動という，全体社会に関する巨視的

で大規模な研究の対象を扱うプロジ箪クトのモデルとし

ても，本書は多くの示唆を与えてくれる。全隅的な資料

蒐集，特に世論調査は臣大な組織，経費を要する作業で

あって，欄人はもとより少引数のチームでは到底不可能

である。労働集約的な作業を学会員や学生に頼ること，

またプライバシーにわたると考えられる質問をすること

は，今後ますます困難になるにちがいない。今購の調査

では，研究の蕊本的デザインや資料の分析などを比較的

少人数の専門家グループが行い（その代衷者が本書の編

者雷永健一教授である），調査自体は専門の社会調査機

関（与論科学協会）に委託するという方式が採用された。

　　　　　　　　　2．内容の概観

　社会階層とは全体社会において社会的資源ならびにそ

の獲得機会が，人びとの聞に不平等に分配されている社

会構造状態であると定義され，，その社会的資源は物財

（所得，財産），関係財（勢力，威僑），文化財（知識，技

能，教養）の3つに大別される。この社会的資源の分配

によって社会的地雛が決定されるが，社会階層の単位は
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　　　　　この社会的地位である。本書では社会的地紘の規定要霞

　　　　　として，従来の調査を踏襲して職業，教育，所得の3つ

　　ε　　を基町的地階変数と麿え，次の5つを婁点納な研究課題

　　　　　として取．上げている。、　　　、

　　　　　　すなわち第1は1955年以復の急激な経済成長や二二

　　　　　爆発に伴っで階層構造や移動機会にい矯・な磯勢が賄

　　　　　せるか，第3は社会的地位相互の閥の関連翫社会的地

　　　　　位の構造の問題，これは地位の一貫性と呼ばれる問題で

　　　　　あるが，飼本の社会でそれがどのようになっているか，

　　　　　また地位形戒過穣，すなわち親の社会的地位が子ど毒の

　　　　　地紘彩成にいかなる影響を及碑すか，第3．に社会移動に

　　　　　おける数育の役舗はどうかξいわゆる掌歴祉門門が灘難

　　　　　する妨に教育は業績主義的人員配分を妨げているかど

　　　　　うか，第4は祉会意識と社会醗蠣と⑳関係の問題，撮本

一　　　　に果たして婁体としでの「階級」は存庶するか，第5に

　　　一職業の社会的評価の解題，本細鱗：は288項闘⑳全職業小

へ　　　　分類に対して威儒ス翻アを与えることに成功したが，果

　　　　　たしてぐの妥畿性材鋤性ばどうか・以轟5つの研究課

　　　　　題であう，本書ではこの5つの諜題のそれぞれについて

　　　　　5部に分かれた詳細な報告がなされている。

　　　　　　方法面でいえばバス解税，多変量解樵喪ンビ轟一タ

　　　　　などの手法が十分に縮いられていること．内容面でいえ

　　　　　ぱ教育車懸例えば教育とアスビ↓・一シ鐡ンの関係が璽

　　　　　点的に取上げられ。また政党支持の分析，三三威儒スコ

1ζゴ　　　　アの作成が試みられていることは，今醸の調査に見られ

　　　　　る下しい成果であるq附録に収められた薯つの調査票に

　　　　　よって集められた基本データから，これだけ多方灘1的な

　　　　　分析が行われ，これだけ多くの蘂実が明らかになったと

　　　　　いう胤とは・いかに最初の研鏡デザインと事後のデータ

．　　　　　分析の両論とi鼓爾が璽要であり，また発達し了いるかを

　　　　　端的に鉦明してお餌本門究に投入された研門門は十二

　　　　　分の見返りを上．げたといウて差支えない。

　　　　　　59の主要な課題領域にわたる膨大かつ精密な分析結

　　　　　果を，ニニで』々取上げるわけに匿いかない。読考1はあ

　　　　　めに細部に引き込まれて全体を見失うとか，複雑な数

　　　　　試；に圧倒されて理解がしにくい乏かいう感じを毛つかも

　　　　　しれな》・が，昏章の最後に要約と結論が与えられてい輸

　　　　　上・本書全体についでは編野風身が序論と結論という念

　　　　　つの輩を揖噛している。それらの中に，この調査によっ

。．．
@　　て得られた多くの知見か整理されているので，本書は多

　　　　　くの入ぴとに日本祉会の構造的特質を教えてくれる。そ

　　　　　め意味から本書は聯下野な門門書ないいながら，、親切に

　　　　　四隅て翻・祉会科学輔本社会に関心をもり広い層の

　　　　　入ぴとに歓迎されるであろう◎　　・
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　　　　　　　　　3・今後の課題

　以上のよう．な高い緬値を墾つ本書（と．いうよ軌むし

ろ灘本の社会禦者という方が適当か嚇しれない）に対し’

て，いくつかの三鷹な疑問ないし三二がある9

　その1づは，添書の書者賄本の島山四脚薯さらにそ

の基礎となウたプロジ瓢グト名碓社会階摺と社会移動3＞

は果たしで誤解を生む恐れはないかどうか，　ということ

である◎ユの調査の基礎データは20才から小才までの

男子から得られている。それ以外の年令贋の考や女子に

も二会的地位はあり，社会醜資源が分配されていること　　、．

は，敬φてい銑まで倦ない。20才から簿才までの男子

にしても無職の考がいるはずである。本調査を職業的幽

下構遊の研究と称するなら別だ寮，全体祉会の階層講造

を明らかにするためには；舗い・アブ・、一ヂを開発する

必要があろう。例えば階高の単位を欄入ではなく家族の

町会的地位とすることは不可能であるか。敦育的アスビ

レーシ田ツにしても，本人というより親が抱くのであり，

遊鋼嫁族金員の関心事なのである。rイ判原理ぶ妊

会的地謡に働いているように思われるが，それが織本の

購圏構造の特徴だといえるか蟷しれない』

　二人の社会的地位にしても職業や二二と大きな関係

の1劉・，勢力や威僑の高い地｛立が生叢れつつある。例海

ぱ組含旧風市二二二二巻芸能タレン｝など。面面

ランクや職業的地位は低くても，こうした人々ぱ社会を

大田く動か財ているし，また多くの著い入たちのアスピ

レーシ目ンを方向づける。今後の社会1まますます職業外

の世界の価値やそれへの指話が高まる義予想される．そ．

れは地位の一貫盤の問題とも関係するか賎しれないが，．．

職業的階層構造と職業外的幽層構造ξの不島田を朋らか

にする二三が必要であろう。

　二二威僧ス訓アにしても恐らく上紘にランクされる

職業ほど，その標準驚麹状衰い善こちぶいない。嗣じ火

離教授にしてもその威揺は文字通リビンから専りまであ

るφ二二教授の構成する二会，学昇の中に憾めて々導配の

激しい階層構造が存在している。階繍意識の研究は，佃

人の認知する購燭構造を漆緩する必要があろう。職人の・

生活や関心の及ぶ社会の階欄構造についてに，各人はか

なり明白で段階づけられたイ凶一ジを愁ウているが，そ

れ以外の三会の階層回避については漏壷としたイメージ

しか竜っていないように思われる。この主観的階層構造

と，本書が扱っているいわば客観的階層構避との関係も，

今後の三二諜題毒なちρ。それは滋藤理輪という庫かち

の階層構遭の対立の分析につながるとも考えられ拳。

　　　　　　　　　　　　　　　　　〔新掘通也〕
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